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横浜Ｆ・マリノス 中澤佑二選手と地域コミュニティ活動を推進 

～洋光台地区でスポーツイベントを開催～ 

 

ＵＲ都市機構（独立行政法人都市再生機構。以下「ＵＲ」といいます。）と横浜市は、二者間の

包括連携協定に基づき「次世代に引き継ぐまちづくりモデルプロジェクト」を推進しているとこ

ろですが、今般、当該プロジェクトの一環として、横浜Ｆ・マリノスの中澤佑二選手と連携し、

地域コミュニティ活動を推進することとしました。 

今後、子育て支援、多世代交流等の推進を目的として、中澤佑二選手と共に、スポーツを用い

た地域コミュニティ活性化イベントを実施していきます。 

なお、初回のイベントは、今年、区制 90周年を迎える磯子区で、地域との連携によるまちづく

りが活発な洋光台地区において、平成 29年初夏の実施を目指して準備を進めてまいります。 

また、イベントの詳細内容は、決まり次第発表いたしますので、どうぞご期待ください。 

 

 

 
お問い合わせは下記へお願いします 
 ＵＲ都市機構 本社 ウェルフェア総合戦略部 

戦略推進課 
       （電話）０４５－６５０－０５７６ 
 

本社 広報室 報道担当 
（電話）０４５－６５０－０８８７ 
 

 横浜市 建築局 住宅部 住宅再生課 
（電話）０４５－６７１－４５４３ 

 

横浜Ｆ・マリノス 中澤佑二選手 



 

 

  

中澤選手との連携の概要について 

 

１ 連携の背景 

横浜市とＵＲは、横浜市内におけるＵＲの賃貸住宅団地の活用を図ることなどを通じて、少

子高齢化に対応するまちづくり等を推進するため、包括連携協定を結んでおります。 

この連携をきっかけに、３つのＵＲの団地が所在する洋光台地区（横浜市磯子区）では、平

成 23年 12月より「ルネッサンス in洋光台」プロジェクトがスタートし、団地の再生を核とし

た地域関係者との連携による郊外住宅地の活性化に向けた様々なモデル的取り組みを行ってい

ますが、少子高齢化に対応するまちづくりを推進するには、高齢者向けの取組みと子育て世帯

向けの取組みをバランスよく展開し、多様な世代が生き生きと暮らし続けられるまち“ミクス

トコミュニティ”の形成を図ることが重要と考えています。 

  そこで、東京オリンピックを間近に控え、スポーツ熱が高まりつつある中、洋光台地区にお

けるミクストコミュニティ形成の取り組みを一層加速させるためには、スポーツを活用するこ

とが効果的と考え、横浜市をホームタウンとするスポーツチームに所属する選手との連携によ

る地域コミュニティ活性化イベントを企画していたところ、東日本大震災の被災地支援をはじ

め、地域コミュニティ活動の実績が豊富である横浜Ｆ・マリノスの中澤佑二選手から快諾を得

たものです。 

 

２ 今後の展開 

 ＵＲと中澤佑二選手は、子育て支援、多世代交流、地域住民の健康維持・増進、地域の付加

価値向上等について意見交換を行いながら、磯子区洋光台地区におけるミクストコミュニティ

の形成に資するスポーツを用いた地域コミュニティ活性化イベントの平成 29 年初夏開催に向

けて、横浜市や地域関係者とも連携して準備を進めていきます。 

イベントの詳細内容や今後の展開は、決まり次第発表いたしますので、どうぞご期待くださ

い。 
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参考 中澤佑二選手のプロフィール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 中澤佑二選手による地域コミュニティ活動の事例（東日本大震災の被災地支援） 


